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　ある地域の地震活動を知るために，緯度・経度によって指定された領域内の地震を表にまとめ，

震央の位置を示す図をつくるプログラムを作製した。地震のデータとしては，気象庁発行地震月

報別冊 1 ～ 3（ 1926 ～ 1967 の地震 ）の中でマグニチュードが決められているもの（ 深さ

� 60 ㎞ ）を用いた。

　計算は檀原によって選ばれた 17 の地方について行なわれた。これらの地方の緯度・経度の範

囲および，その範囲内の地震数を表 1 に示してある。参考のために，関東南部については表及び

図を，他の地域については図のみを掲げた。

　この計算では特に興味ある地域の地震活動を任意のスケールでみることができる。従来の気象

庁地震月報の図に比べ，やゝミクロな眼で地震活動を知ることは大変興味深い。例えば，関東南

部地域では . 相模湾から三浦・房総両半島の先端にかけて，著しく地震活動の低い地域が見い出

される。このほゞ楕円形の領域の中心にある地震は，表をみれば 1930 年 8 月 19 日の地震で

あることがわかり，1923 年の関東大地震の余震の名残と考えることもできよう。この地震活

動の低い地域は，相模 trough にほゞ沿っており，また歴史的大地震が起きた地域と推定され興

味深い。

　表および図の見方について簡単に説明しよう。表の第 1 行は題字である。括弧の中には使用さ

れたデータの期間が自動的に書かれる。第 2 行は指定された区域の名称で，入力として与えたも

のである。次に長方形の図形が描かれる。この隅には緯度及び経度の範囲が度を単位として示さ

れている。緯度及び経度の範囲は入力として与えたものである。次の行はN ＝と書かれ，この次

に指定された区域に含まれる地震の総数が書かれる。以下の行は個々の地震に関するものであり，

地 震 発 生 の 日・ 月・ 年， 発 生 時（ 645 は 6h45m を 20 は 0h20m を 示 す ）， 緯 度， 経 度，

深 さ， マ グ ニ チ ュ ー ド が 書 か れ る。 緯 度・ 経 度 は 地 震 月 報 別 冊 1，2（ 1926 ～ 1960 ）で

は 0.1 度刻みで表わされており，別冊 3（ 1961 ～ 1967 ）では度および分が用いられてい

る。1961 ～ 1967 については分を度の単位になおし，緯度・経度はすべて度を単位とした。

深さが不定なもの，例えば 0 － 30 ㎞は，その平均値 15 ㎞を採用している。表の 2 ページ目以

降については第 1 行の括弧中に Continued n ／ m と書き，m ページある表のうちの n ページ目

であることを示した。

　次に図について述べよう。第 1 行は題字，第 2 行は区域の名称である。第 3 行の XMIN，

XMAX は経度の範囲，YMIN，YMAX は緯度の範囲である。また，XO，YO はそれぞれ図
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中 に 示 し た 経 度 線 お よ び 緯 度 線 で あ る。XMlN，YMAX，YMIN，YMAX，XO，YO

は入力として指定する。次の図中では星印＊が 1 つの地震の震央を表わしている。震央が 2 つ以

上重なる場合には重なった個数が数字で示されている。たゞし 10 個重なった場合はゼロ 0・11

以上重なった場合はダラー $ としてある。図の横軸は経度範囲を 100 文字分として，度を単位

に目盛ってある。このように横軸をとった場合に，縦軸の長さが，眼でみてほゞ正しく横軸の距

離と対応するように，縦軸の長さを自動的に決めるようになっている。縦軸についても度を単位

としてある。この図は一般的な図法により描かれたものではないことに注意したい。たゞ狭い区

域については特に問題となることもないであろう。

　図をみる場合の注意を簡単にあげておく。①図中で震央の位置を示す記号は＊，2，3，…，

9，0，$ のみである。＋---- は境界と目盛を示している。境界線上も震央はプロットされてい

表　　　1
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る。例，＋ --- ＊＋ 2- ＊．② 1960 年までの震央位置は 0.1 度刻みであるから，一見規則的に

みえる配列はみかけのものである。③プロットする場合の位置の精度（ 本来の震央の精度とは無

関係 ）は半文字分である。

　地震予知観測センターでは，上述の表と図を書く計算を，サービス業務として現在行っている。

この計算を依頼される方は，以下に示す入力データを指定して申し込んで下さい。入力データは

①区域の名称，アルファベット書き（ なくても可 ）②緯度・経度範囲（ 度を単位とすること ）お

よび図中に書く緯度線・経度線（ 目盛として便利である。ただしなくとも可 ）である。③ 1926

－ 1967 の期間のうち特定の期間のみ必要な場合は，その期間も必要。④経度範囲を常に 100

文字分とするため，縦に細長い領域を指定すると，図がみにくくなるから注意。すなわち，縮尺

は経度範囲のみで決まるのである。
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